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要約

　3～6歳の保育園児の父親420人を対象に、父親の生活時間について「就業時間に関する条件」およびr子ども

観・子育て観」とのクロス集計を行い、それぞれの関連を検討した。
　仕事の始業時刻と終業時刻が1「毎日大体同じ」群の父親は、「日によって異なる」群に比べて、平日・休日の

子どもと一緒に過ごす時間・休日に一一緒に遊ぶ時間が長かった。　「始業時刻と終業時刻を自分できめたり変更し

たりできる」群の父親は「多少変更できる」群と「変更できない」群に比べて、休日に子どもと一緒に遊ぶ時間

が短かった。父親の「就業時間に関する条件」は平日のみならず休日の子どもと過ごす時間にも関連しており、

就業時間の一定している父親は子どもと遊ぶ時間が長かった。

　休日に子どもと一緒に遊ぶ時間と父親のもつ子ども観・子育て観のクロス集計した結果、　「子どもの存在」

r父としての実感」といったどちらかというと漠然とした概念を尋ねた項目とは関連が見られず、　r遊ぶことの

意味」やr子育てとは」といった具体的行動と直結した設問に関連が認められた。休日に子どもと一緒に遊ぶ時

間が長い父親は、　「父親に心の安らぎをもたらす」　「楽しみ・喜び」　「生活の潤い」　「自分が成長できる」と感

じている割合が高かった。

見出し語：父親、育児、就業時間、子ども観、子育て観、
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1はじめに

第1報1）・第2報2）において保育園児および幼稚園児

のいる家庭の親子の生活実態について報告した。親が

子どもと一緒に行う行動の内容・」緒に遊ぶ時間量な

どを調べた結果、保育園児家庭と幼稚園児家庭の間で

はその差は小さく、父親群と母親群の差がより顕著で

あるととが分かった。すなわち、保育園児家庭でも、

幼稚園児家庭でも、母親が子どもの生活全般を担って

いるのに対し、父親の子どもとの関りは一緒に遊ぶこ

とが中心であった。本稿では父親の生活時間について

分析をすすめ、子どもと一緒に遊ぶごとが父親にとっ

てどのような意味をもつかを検討した。少子対策のポ

スターにもうたわれているr交親の育児」推進の可能

性について考える資としたい。

”研究方法

集計対象は3～6歳の保育園児の父親420人とした。

調査場所は東京都および神奈川県であった。調査内容

など詳細は第1報1）に示した通りである。父親の生活時

間について、　「就業時間に関する条件」および「子ど

も観・子育て観」とのクロス集計を行い、それぞれの

関連を検討した。

”1結果および考察

1．父親の就業条件と子どもと一緒に過ごす時間

　「父親の就業」．と「子どもと｝緒に過ζす時問」の

関連をみるため、就業条件別に父親の生活時簡の平均

値を比較・検討した。就業に関する条件としては「始

業時刻と終業時刻が一定しているか否か」，とr始業時

刻と終業時刻を自分できめたり変更したりできるか」

の設問項目とした。なお、生活時間の父親全体（420

人〉の平均値は以下の通りであった。

　［平日の平均値］

子どもと一緒に過ごす時間

子どもと一緒に遊ぶ時間
自由時間

［休日の平均値］

子どもと一緒に過ごす時間

子どもと一緒に遊ぶ時間

自由時問平均値

：2時間32分

：　　49分
：1時間52分

：9時間25分

：．3時間43分

：4時間46分

一緒に過ごす時間」　「子どもと一緒に遊ぶ時問」　「父

自身の自由時間」の平日・休日それぞれの平均値につ

いて、　「毎日大体同じ」群を基準として、他の2群と比

較した結果を示した。

　「平日に子どもと一緒に過ごす時間」は始業・就業

時刻が「毎日大体同じ」群が2時間43分と、　「日によっ

てかなり異なる」群の2時間13分に比べ長いが、　「子

どもと一緒に遊ぶ時間」では前者が52分、後者が47分

と差がなかった。自由時間も前者が1時間56分、後者が

1時間49分で差はなかった。

　「休日に子どもと一緒に過ごす時間」は始業・就業

時刻が「毎．日大体同じ」群は9時間57分と、　r日によっ

てかなり異なる」群の8時間45分に比べ長く、　「一緒に

遊ぶ時間」も「毎日大体同じ」群は4時間11分とr日に

よって多少異なる」群の3時間18分に比べ長かった。

　このように休日に父と子で過ごす時間は、始業・就

業時刻が「毎日大体同じ」群が、始業・就業時刻が

．「異なる」2つの群に比べて、長い傾向が認められ

た・一方・休日の自由時間は、始業・就業時刻がr日

・にょって多少異なる」群が5時間18分と、　「毎日大体同

じ」群の4時間23分に比べ長かった。

　父親群別に検討すると、次の通りである。始業・就

業時刻が・r毎日大体同じ」群の父親は平日の子どもと

過ごす時間・休日の子どもと遊ぶ時間が他群に比べて

長い。平日の安定レた生活時間が子どものために時間

を使う体力的・精神的な余裕をもたらし、休日にもそ

の影響が現れているものと考えられる。

・始業・就業時刻が「日によって多少異なる」群の父

は、平日・休日ともに子どもと過ごす時間が全体の平

均値に近いが、休日では子どもと一緒に遊ぶ時間が他

群に比べ短く、自由時間が長い。時間の使い方に、父

自身の自由裁量範囲がやや広い可能性が考えられる。

表1仕事の始業・終業時刻と父親の生活時間平均値

　　　　　　　　　　　　　（時間1分）

（1）仕事の始業・終業時刻と生活時間

　「仕事の始業時刻と終業時刻（残業も含む）は一定

していますか」の設問に対して、「毎日大体同じ」が

157人・（37．4％）、　r日・によって多少異なる」175人

（41．7％）、　r日によってかなり異なる186人（20．5

％）、．無回答2（0．5％）であった。表1に「子どもと

　　　　　　　　　　　　　　　　一222一

大体同じ

157人）

日によって

少異なる

175人）

日によって

なり異な
（86人）

平日

子どもと一緒

過ごす時間 2：43 2：32 2：13＊

子どもと一緒

遊ぶ時問 0：52 0：46 0：47

自由時問 1：56 1：51 1：49・

休日

子どもと一緒

過ごす時間 9：57 9：18 8：45＊

子どもと一緒

遊ぶ時問 4：ll 3、：18＊＊ 3：46

自由時問 4：23 5：18＊ 4：25

＊p〈0．05　　　＊＊p＜0．01
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　始業・就業時刻がr日によってかなり異なる」群の

父親は、子どもと過ごす時間が平日のみならず、休日

も短く、休日の自由時間も短い傾向が認められた。平

日の勤務時間が不規則であることが休日にも影響を及

ぼし、生活全体に時間的ゆとりのなさをもたらしてい

るものと考えられる，

　以上の結果から、父親の就業時間が規則的であるか

否かは、平日の生活のみならず休日の生活にも影響が

あることが示唆された。父親の生活時間から子どもと

の触れ合いの時間を確保するためには、就業時間が

「毎日大体同じ」という安定した生活時間が背景とし

て望ましいといえよう。

（2）フレキシブルな就業時簡と生活時間

　「始業時刻と終業時刻は自分で決めたり、変更した

りできますかjの設問に対して、　「自由にできる」38

人（9．0％）、　f多少できる」198人（47．2％）｛　rで

きない」179人（42．6％）、無回答5人（1．2％）であっ

た。表2には父親の生活時間について、始業時刻と終業

時刻の変更を「自由にできる」群を基準として、他の

2づの群と比較した結果を示した。

　平日の生活時間では顕著な差は認められなかった

が、　r自由に変更できる」群と丁多少変更できる」群

を比較すると、　「子どもと一緒に過ごす時間」は前者』

が3時間と後者の2時間28分よりやや長く、　「自由時

間」は前者が2時間16分後者の1時間48分に比べてやや

長い傾向を読み取ることができる。　「自由に変更でき

る」群は車白の生活時間にややゆとりが感じられる。

　一緒に遊ぶ時間では平臼は3群ともおよそ50分で
，差がなかったが、休日では「自由に変更できる」．群が2

時間57分、　「多少変更できる」群が4時問2分・　「変更

できない」群が3時間35分とr自由に変更できる1群が

最も短かった。始業・終業時刻を自由に変更できるこ，

とが、休日の子どもと遊ぶ時間を増やす条件とはいえ

ない結果であった。フレキシブルな勤務時間体制はパ

ーrトナーrや子どもの病気など家庭生活の非常事態に役

立つが、日常的に父親の勤務時間が一定していないと

いうことであれば、子どもの生活リズムには適合しに

くいことも考えられる。

　以上の結果から、父親の生活リズムの子どもへの影

響が示唆された。母親は子どもの出生と同時に授乳な

どのために自らの生活リズムを子どもに合さざるを得

ないが、それに比して父親は生活リズムの変更を余儀

無くされる度合いは低い。また、父親自身も生活リズ

ムを変えたくない～二思っており、実際に仕事の時間は

変わらない人が多いとの報告3囚もある。しかし、子ど

もという新メンバーが家族に加わり、新しい家庭生活

ゑ営むにあたっては、夫婦の協力が不可欠である。具

体的な家庭支援としては、父子関係と子どもの心の健

康との関連を視野に入れ、父親の生活リズムについて

ある程度の助言・指導も必要であろう。

自由にできる
（38人〉

多少できる
198人）

できない’

179人）

平日

子どもと一緒

過ごす時問 3：00 2：28 2：33

子どもと一緒

遊ぶ時問 0：49 0：50 0：48

父の自由時問 2：16 1：48 1：52

休日

子どもと一緒

過ごす時問 9：41 9，：44 9：04

子どもと一緒

遊ぶ時問 2：57 4：02＊＊ 3：35

父の自由時問 5：06 4：49 4：38

表Z始業時刻と就業時刻の変更と父親の生活時間
　　（時間1分）

＊＊p＜0．01

2　父親のr子ども観・子育て観』と子どもと一緒に

　　遊ぷ時間

　前項に見るように、平日に父親が子どもと遊ぶ時間

は就業の条件に関わらずいずれの群でも約50分であ

り、一方休日では条件別に差が認められた。父親の

　「子ども観・子育て観」に関する4つ設問（子どもと遊

ぶことの意味・子育てとは・子どもの存在とは・父と

しての実感をもつ時），を父の生活時間別に検討した結

果、前項と向様に休日のr子どもと一緒に遊ぶ時間」

，に最も顕著な差が認められたので報告する。

　休日に父親が’「子どもと一緒に遊ぶ時間1の全体の

『平均値は3時問43分であった。’ここではr平均値未満の

群」と・r平均値以上の群」で比較を行った。以下、平
均値未満（231人）’ 「L群」、平均値以上（170人〉

・をrH群」と表す。4つの設問は重複回答可とし之。

　（1）父にとっての子どもと遊ぶことの意味

　　「あなたは父と子の遊びはどのような意味をもって

いるとお考えですか」の設問では、表3に示すよう

に、　「H群」はすべての項目で選択率が「L群」を上

回っており、中でも、　「子どもに人間としての成長を

もたらす」　「母親の育児負担を軽減する」　「父親に心

の安らぎをもたらす」　「文化を伝える」を選択した率

が「L群」より、顕著に高かった。この4項目につい

て、図1には子どもと一緒に遊ぶ時間が2時間末満か

ら、1時間刻みで6群に分け選択率を示した。各群の人

数は2時間未満75人、2時間～74人、3時間～82人、4時

間～50人、5時間～49人、6時間以上71人である。　「H

・群」の中でも、子どもと一緒に遊ぶ時間が多い程、こ

れらの4項目の選択率が高くなっていた。

　この4項目には父親の子育てによって得られる3つ
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の要素が象徴されている。すなわち、　「子どもに人間　　表4

としての成長をもたらす」という子どもへの影響、

「母親の育児負担を軽減する」というパートナーへの

影響、そして「父親に心の安らぎをもたらす」という

父親自身への影響である。子どもと遊ぶ時間を長くも

つ父親は、　「子どもが喜ぶ」　「父子の関係を強める」

といった多くの父親が認識する基本的な意味づけに加

えて、子どもと遊ぶことの意味をより広く見い出して
いた。、

（2）父にとって「子育て」とは

　rあなたにとって子どもを育てること（世話をした

り、一緒に過ごすこと）とはなんですか」の設問で

は、表4に示すように、　「H群」は1項目を除いてのす

べての項目で選択率が「L群」を上回っていた。顕著な

差が見られたのは、子どもを育てること（世話をした

り、一緒に過ごすこと）を積極的・肯定的に捕らえた

r楽しみ・喜び」　「生活の潤い」　r自分が成長でき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5
る」の3項目であった。この3項目について図2に、
子どもと一緒に遊ぶ時間の量により6群に分け選択率

を示した。子どもと一緒に遊ぶ時間が長い程、これら

の3項目の選択率が高くなっていた。子どもと遊ぶ時

間が長い父親ほど、父親自身にとっての利益であると

ころの「喜び・楽しみ」や「生活の潤い」を見い出

し、　「自分が成長できる」と感じていた。

（3）父にとってr子どもの存在」とは

　「あなたにとってお子さんとはどのような存在です

か」の設問では表5に示すように、選択率で「H群」

のが「L群」を上回っている項目がほとんどであるが、

顕著な差は認められなかった。

（4）父としての実感

　「現在どのような時に父としての実感を感じます

か」の設問では、表6に示すように、選択率で「H

群」のが「L群」を上回っている項目がほとんどである

が、顕著な差は認められなかった。

父にとってr子育て』とは（％）

L群 H群 検定

親としての義務 76．6 82．4

楽しみ・喜び 61．5 74．7 ＊＊

生きがい・張り合い． 56．7 64．7

生活の潤い 29．9 43．5 ＊＊

単なる日常生活の一部（普通のこ

）
21．6 17．1

自分が成長できる 18．2 30．6 ＊＊

気分転換 16．5 20．0

苦労・負担 6．9 8．2

父にとってr子どもの存在』とは（％）

＊＊p＜0．01

O」Vソ」唄日⊆のつ1㌧o」》ノφ唄目L．ノいし凶乙セ㌧、

どもと一緒に遊ぶ時間の量により6群に分け選択率

示した。子どもと一緒に遊ぶ時間が長い程、これら

3項目の選択率が高くなっていた。子どもと遊ぶ時

が長い父親ほど、父親自身にとっての利益であると

ろの「喜び・楽しみ」や「生活の潤い」を見い出

、　「自分が成長できる」と感じていた。

3）父にとってr子どもの存在」とは

「あなたにとってお子さんとはどのような存在です

」の設問では表5に示すように、選択率で「H群」

が「L群」を上回っている項目がほとんどであるが、

著な差は認められなかった。

4）父としての実感
「現在どのような時に父としての実感を感じます

」の設問では、表6に示すように、選択率でrH

」のが「L群」を上回っている項目がほとんどである

、顕著な差は認められなかった。

3父にとって子どもとのr遊びの意味』（％）

L群 H群

自分の分身 84．4 88．2

かけがえのない大切な存在 73．6 79．4

家族の結び付きを強める 52．8 61．2

精神的支え、慰め 33．8 38．8

次の世代をつくる 27．3 27．6

自分の生命を伝える 22．5 17．6

社会人として子どもを持つのは当り前 8．2 8．2

家の存続のため必要 6．9 8．8

老後の支え 3．0 3．5．

生活の苦労の種 1．3 2．4

精神的負担 1．3 1．8

表6　父としての実感をもつ時（％〉
L群 H群 検定

子どもが喜ぷ 70．1 71．2
L群 H群

父子の関係を強める 68．4 75．3
子どもと接している時 75．8 32．4

家族全体の関係をよくする 62．3 72．9 ＊

子どもの将来を考える時 33．8 35．3
子どもに人間としての成長をもたら

49．4 71．2 ＊＊
「○○ちゃんのお父さん」と呼ばれた時 19．5 22．4

母親の育児負担を軽減する 45．5 59．4 ＊＊ 仕事をしている時 13．9 15．9

父親に心の安らぎをもたらす 38．5 56．5 ＊＊ 家計を考える時 8．7 14．1

文化を伝える 10．8 21．8 ＊＊ 家事をしている時 3．0 2．9

表3　父にとって子どもとのr遊びの意味』（％）

表6　父としての実感をもつ時（％〉

＊p＜0．05　　　　＊＊p〈0．01
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図1　子どもと一緒に遊ぶ時間（休日）別r父と子で遊ぶことの意味』選択率

　　　　　　　　　　　　（複数回答％・父親420人）
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　子どもと一緒に遊ぶ時間量と父親のもつ子ども観・

子育て観のクロス集計した結果、　「子どもの存在」

「父としての実感」といったどちらかというと漠然と

した概念を尋ねた項目とは関連が見られず、　「遊ぶこ

との意味」や「子育てとは」といった具体的行動とむ

すびついた設問に関連が認められた。前者を育児観、

後者を育児感と表すのが適切であるともいえよう。表

5にあげた子どもの存在に関する価値観とは別に、実

際に子どもと一緒に過ごし、世話をし、遊ぶ行動を通

じて得られる子育て感に「遊ぶことの意味」やr世話

をすることの意味」といった子育ての行為自体の価値

が見出される。その価値をより多く実感しているの

は、子どもと遊ぶ時間が相対的に長い父親であった。

lV結語

　父親の生活時間に関して「就労時間に関する条件」

と「子ども観・子育て観」との関連を調べた結果、就

労条件は平日のみならず、休日においても父が子ども

と遊ぶ時間に関連しており、就業時間が規則的で、生

活リズムの安定した生活が子どもと過ごす時間のゆと

りをもたらすことが示唆された。

　子ども観・子育て観では、子どもと遊ぶ時間が長い

父親ほど、子どもと遊ぶことの意味や子育ての意味を

多面に渡って見出しており、その内容は子ども・パー

トナー・父自身それぞれへの影響として認識されてい
た。

　現在、父親の育児の推進には、母親の負担を減らす

という目的が前面に出ている感がある。育児負担が母

親側に片寄っていることが少子化の一因とされている

ことが理由であろうが、もちろんそれだけではなく、

子どもに関する様々な問題が養育のあり方を考え直さ

ざるを得ない状況にあることは衆知の通りである。

　父親が育児をするということは、本調査結果で父親

自身が答えているように、子どもと遊ぶことで父子関

係が強めらること、すなわち父子の関係を築くことが

第一義である。次いで、家族全体の関係をよくする・

母親の育児負担を軽減するなどのメリットを父親は認

識していた。注目すべきは、子どもと一緒に遊ぶ時間

の長い父親は「自分が成長できる」　「父親に心の安ら

ぎをもたらす」とした割合いが多いことである。

　父親の子育てに関する研究は、子どもやパートナー

への影響を論じる段階から、父親の人格発達からみた

父親個人への子育ての影響という視点で考える段階と
なっている5）。本稿では父親の感じている「子育ての意

味」を「子どもへの影響」　「パートナーへの影響」

「父親自身への影響」として整理したが、それぞれの

影響を「利益」と言い換えてもよいのではないだろう
か。

　20代30代の男女に対して行った、、少子化に関連
した意識調査6）において、大多数の人が子どもが欲しい

と答え、子どもの存在価値について認めていた。しか

し、実際に自分の手で子育てを行うかどうかになる

と、犠牲感や男女の役割分担観が頭をもたげ、出産を

躊躇する人がいることが伺えた。結婚や育児は自由が

制限され損失利益が大きいと捉えられていた。

　これに対応し、子育てが親に与える利益を明らかに

することは、少子時代の育児を考える上で有用である

と言えよう。本稿ではその利益（価値・意味）を実感

することは、子どもと一緒に遊ぶ時間が多いことと関

連していることを示した。

　父親の育児を推進するための第1歩として、父親が

子どもと遊ぶ時間を確保するために、生活時間の改

善・工夫について支援することが有効であると言えよ

う。そこから、父子関係確立による子どもの心身の健

康・母親の育児負担の軽減による母親の心身の健康・

父親の親としての意識の発達および人としての成長と

いった家族全体の健全な発達へと繋がるであろう。
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